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今年度 2 回目のニューズレターです。 
今回は、 
(1) 理事長挨拶 

(2) 会長挨拶 

(3) 理事会報告 

(4) 編集委員会報告 

(5) 国際交流委員会報告 

(6) 全国大会開催のお知らせ 

(7) 支部大会開催のお知らせ 

(8) 年会費納入のお願い 

についてお知らせいたします。 

 

(1)【理事長挨拶】 

グローバル再考 
大六野耕作 

最近、「Global から Diversity & Inclusion への

Leap」という表現を耳にして、ちょっと違和感を

感じた。このスローガンを考えた方は、時代の課

題が LGBTQ+といった性的志向や性自認の多様

性、民族的な多様性、地域的多様性、年齢的な多様

性等々を当然の前提として、「誰一人取り残さない

社会」の実現に移行している、と言われたかった

のではないか。それはそれで、間違ってはいない。

しかし、どうにも違和感を拭いきれない自分がい

る。 
 おそらく、この違和感は私自身の思考空間のあ

り方とズレていることから生じているのだと思う。

例えば、私はこう感じている。世界をグローバル

に眺めると、世界は元々多様性に満ちている。ア

メリカ合衆国を例に挙げるまでもなく、人種的、

民族的、文化的、言語的な多様性を抱えた国々は

多く、そうした国では、その多様性と付き合いな

がら社会的安定を維持することに腐心している。

わが国のように、近代以降、多様性をあえて意識・

強調せずにきた国は珍しい。世界では Global を語

ることは、Diversity & Inclusion と対になってい

るのだが、多くの日本人にとっては別のことなの

かもしれない。そこが、日本の認識と世界の認識

のズレではないか。日本の課題は、まずこの認識

のズレを解消することなのかもしれない？ 
 
(2)【会長挨拶】 

会長挨拶 

アーナンダ クマーラ 

最近、インバウンドおよびアウトバウンドツー

リズムが活発になり、特定技能などの新たな枠組

みの中で多くの外国人が来日する他、開発途上国

においても自国で生活しながらオンライン形式で

先進国の仕事を行っていることはもう珍しくない。

これは、「超国境」、「国際競争」などの概念の意味

も変化してきたことを意味する。すなわち、日本

においても「外国語」や「異文化」、「多様性」など

に加えて「デジタルリテラシー」がますます注目

を浴びることになり、これからは、外国人と国民

という区別よりも、社会の活性化のために世界の

人々の協力をどのように得るかが重要となるだろ

う。このような時代で活躍できる人材育成に関し

てわが学会に期待されることも多い。 
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(3)【理事会報告】 

理事会では、原則として毎月 1 回、メールによ

る 審議を行っています。  
2024 年 4 月度定例理事会  
議案 1 副会長の選任が承認されました。 
議案 2 常任理事の選任が承認されました。 
議案 3 2023 年度事業報告、2023 年度決算報告

が承認されました。 
議案 4 新規入会申請 4 件（正会員 3 名、賛助会

員 1 名）が承認されました。 
議案 5 会員 1 名の会員種別の変更が承認されま

した。 
議案 6 編集委員会副委員長の選任が承認されま

した。 
 
2024 年 5 月度定例理事会  
議案 1  
2024 年度事業案、2024 予算案（臨時総会議案

書・資料）が承認されました。 
議案 2  
常任理事の選任が承認されました。 
議案 3  
新規入会申請 6 件（正会員 4 名、学生会員 2 名）

が承認されました。 
 

(4)【編集委員会報告】 

学会誌第12巻第 2号の投稿募集は7月1日（月）

から 7 月 31 日（水）までです。多くの会員の投稿

をお待ちしています。また、投稿の際には、年会費

納入済であることをご確認いただくとともに、投

稿規程・原稿執筆ガイドラインの順守をお願いい

たします。 
 編集委員会では、今年度より直近 3 年間の投稿

採択率の平均を公表することになりました。査読

付きの投稿である研究論文、研究ノート、実践報

告については、学会誌第 11 巻第 2 号を含む直近 3
年間の採択率平均が 46％になっています。 
 

(5)【国際交流委員会報告】 

新装となった国際交流委員会で一緒に企画を進

めていく委員を募集いたします。ご興味のある方

は、委員長の奥山（nokuyama@toin.ac.jp）へご

連絡ください。関東支部大会や全国大会に向け

て、協力して何か若者の交流を促す企画を実施し

ましょう。 
 
(6)【全国大会開催のお知らせ】 

日時：2025 年 2 月 8 日（土）・9 日（日） 
会場：中村学園大学 
※詳細は決まり次第お知らせいたします。 
 
(7)【支部大会開催のお知らせ】 

1. 第 10 回北海道支部大会 
（ハイフレックス開催） 

日時：2024 年 7 月 21 日（日）13:30－16:30 
会場：北海道情報大学 eDC タワー3 階 HIU サ
ロン（旧多目的室）＋オンライン（Zoom） 
大会テーマ：北海道の地理的資源を活かした多様

な分野で展開されるグローバル人材育成 
※詳しくは HP に掲載された第一報をご覧くださ

い。 
 
2. 第 8 回関東支部大会 
日時：2024 年 10 月 13 日（日）12:00－18:00
（情報交換会 18:00－、懇親会 19:30－予定） 
会場：中央大学後楽園キャンパス 3 号館 14 階 
大会テーマ：グローバル人材育成のフロントライ

ンから未来へ－産・学・官－ 
※詳しくは後日 HP に掲載する第一報をご覧くだ

さい。 
また、大会実行委員を募集しています。ご協力

下さる方は以下にメール願います。 
連絡先：jagce.conference1@gmail.com 
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3. 第 8 回中国四国支部大会 
日時：2024 年 10 月 5 日（土）13:00－17:05（開

場受付 12:40－14:00、情報交換会 18：00－） 
会場：岡山理科大学 A0123 教室（A1 号館 2
階） 
大会テーマ：国内外における国際化とグローバル

人材育成 
※詳しくは HP に掲載される第一報をご覧くださ

い。 
 
(8)【年会費納入のお願い】 

2024 年度の年会費を 6月末までに納入いただけ

ますようお願いいたします。また、学会誌に投稿

の際には、年会費の納入が必要です。 
 
【会費】 
正会員   5,000 円 
学生会員 1,000 円 
大学会員 10,000 円 
賛助会員 30,000 円 
 

◆お振込での支払 
ゆうちょ銀行（振替口座） 
口座記号番号：01700-0-126765 
加入者名：グローバル人材育成教育学会 
 
＊ゆうちょ銀行以外の金融機関から上記口座 に
振り込まれる場合は、以下のようにご指定くださ

い。 
銀行名 : ゆうちょ銀行（9900） 
店名 : 一七九（イチナナキュウ）店 
店番 : 179 
預金種目 : 当座預金 
口座番号 : 0126765 
 
◎正会員・学生会員の振込の際は、振込人名に必

ず「会員番号と氏名」をご入力ください。 

なお、振込人名と会員氏名が異なる場合（例：所

属大学名、法人名、通称氏名等の場合）は、大変

お手数ですが、学会ホームページの「問い合わ

せ」より振込月日、会員番号、氏名をお知らせく

ださいますようにお願い申し上げます。 
 
◎大学会員・賛助会員の振込の際は、振込人名に

必ず「会員番号と大学名/ 法人名」をご入力くだ

さい。 
 
※ATM 操作時に、受入明細票の「送付あり」は

選択しないでください。（事務局宛に明細書が発

送され、依頼主には届きません。） 
 
※「領収書」が必要な場合は、学会「問い合わ

せ」までご連絡ください。 
 
＜お問い合わせ＞ 
グローバル人材育成教育学会事務局   
https://j-agce.org/contact_form/ 
 

【文責】アーナンダ クマーラ 

【編集】天木 勇樹 
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